仙台市　養護老人ホーム松寿園の介護ボランティアにかかわって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会福祉法人宏友会　法人本部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サービス評価課長　石井　和枝
受け入れ施設に到着して　―災害に遭遇した人たちの思い―
平成２３年５月１１日（水）から５月２２日（日）の期間、宮城県名取市にある養護老人ホーム『松寿園』で、避難してきた利用者を中心とした支援活動に携わってきました。　　　
『松寿園』でのオリエンテーションや職員、避難して来た利用者の話を聞いていると、私達が想像していた以上に厳しい状況の中で過ごしてきたのだと感じました。定期的に交流をしていた施設が津波にのまれ流されてしまい、松寿園ができる限りの支援をしなくてはならないという思いや、すぐに直したくても物流が止まり資材もなく修理できない施設環境や設備。ものすごい揺れの中、倒れてくるパネルヒーターの被害で怖い思いをした利用者。施設にいる利用者の為に必死に笑顔で仕事をする反面、自分も家族も被災しているのにここで仕事をしていていいのだろうかと葛藤している職員。あのバスに乗せてもらえたから生きている…他の人達はみんな津波に流されてしまったよと話す避難してきた利用者。『松寿園』『松寿園の利用者』『職員』『避難してきた利用者』全てが被災者なんだと強く感じました。
私達は初日を終え、その日に感じたことを話し合いました。被災地にいて、被害の大きかった場所を見ても、みんなから直接話を聞いても、いつも余震を感じても、震災を経験していない私達が、大変な状況の中で生活しているみんなに何ができるのか？支援が本当に避難した利用者だけでいいのか？等の疑問が出てきました。でもまだ疑問の答えを見つけることができないまま２日目の朝を迎えました。
ボランティア始まる　―まず生活環境をつくろう！―
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２日目、会う職員は「遠い北海道からわざわざ来てくれたの？ありがとう」と私達に声を掛けてくれます。私達に現場業務を教えてくれる職員は一つ一つ言葉を選び丁寧に教えてくれました。私達はその場面に遭遇する度に「そんなに気をつかわなくていいのに…」「もっとあれしてこれしてって言えばいいのに…」「このままだと職員が先に疲れてしまう」と感じました。
この日の午後から、施設を失い避難してきた利用者のためのスペース作りが別棟で始ま[image: image2.jpg]


りました。別棟の中は既にガムテープの芯のようなものでできた支柱が、一人分の居室スペースごとに立ててあり、側面はカーテンで覆われていました。これは、阪神大震災での経験で考案され関西のNPO法人の皆さんがボランティアで設営してくれたものだそうです。松寿園では、高齢者が使用する上で側面がカーテンでは安全確保が難しい事や中にはそのスペース内で排泄介助が発生するため、カーテンではプライベシーへの配慮ができない等の理由で側面のカーテンを外し段ボールで壁を作ることになっていました。徐々に作業手順が理解できると次に何を使用するのか、どんなパーツがあればいいのか、パーツを何処に置けばいいのかなど、自分達がどう動けば良いのか理解でき、職員も私達も[image: image3.jpg]


一気に作業ペースが早くなりました。作業が順調に進んでいくと職員との会話も増えてきました。それからはみんなが「いつまでこの場所で生活していただくかは分からないが、その期間きちんと使用できるように設営しよう」と思いながら作業することができました。
私たちは、今までに感じたことをもう一度話し合いました。「私たちがやらなければならない支援とは何か？」「ここのみんなに必要な事は何か？」を考え、出した答えは「職員が仕事しやすい環境を作る事を目指そう！」という結果になりました。職員は自分達も被災したために心に余裕のない状態、やらなければならない業務の山、利用者への精神的フォローなど、今まで以上に大変になっています。職員が仕事に入りやすいように準備、片付け、教えていただいた利用者のケア内容を確実に提供できるように、間接業務は職員が行わなくてもいいようになど積極的にお手伝いさせていただきました。それは、職員に多少の余裕ができれば、サービスも安定し、利用者に繋がると考えた結果としての行動でした。
私たちにできること　―利用者さんの生きる力―
私達は別棟の作業を完成させ、施設を失い避難してきた利用者の引越しを終えました。利用者は自分のスペース、自分の衣類・寝具などの全ての持ち物を確認していました。津波で施設を失ったため、自分の荷物はほとんどありません。荷物確認が終わると、食事用テーブルに集まり、お互いの無事を確認していました。避難する時の話、津波が来た時の話、前の施設の仲間がどうなったのかを話していました。でも誰一人として涙を流す方はいませんでした。正直、戸惑いました。自分のいつもの生活がなくなったのに何故その事を淡々と話せるのか？そんな疑問を持ちながら、利用者の話をずっと聞いていました。
途中、何度も涙が出そうになりました。利用者から目をそらさずに聞いていると、ある利用者が笑顔を浮かべながら話し始めました。この利用者は松寿園に来るまでお孫さんの所にいたそうです。ベッドの上には息子さんのお骨と白木のお位牌があります。息子さんも震災の犠牲者でした。「本当だったら私もきっと息子と同じ様に津波に飲みのまれていたはず。あの時、地震があった時ね。下にいた私を園長たちが車いすごと上の玄関にあげてくれたのよ。だから避難できたの。歩ける人は先のバスに乗ったけど、車いすの私達は次のバスに乗るはずだった。でも園長がこの車に乗りなさいって別の車に乗せてくれたのよ。高台についたら、運転していた職員が他の人も連れて来るから、ここで待っていてねと言って施設に戻ったが、直ぐに顔色を変えて戻ってきた。直ぐそこまで津波が来てたのよ。私にもわかったわ。その津波で施設にいたお友達、職員みんな流されたらしいの。その中で奇跡的に助かったの。あの人達が助けてくれたの。だから私は生きなくてはいけないの。生きるチャンスを貰ったからね。」周囲の利用者も頷いていました。私達の目の前にいる利用者達には、落ち込むという選択肢はないように感じました。
再び・・・生活の質を考える
翌日から利用者は本館で過ごすより別棟で過ごす時間の方が長くなってきました。業務配置の関係で利用者に日中はできるだけ本館にいてほしい職員、でも食事もベッドも別棟だから日中も別棟で過ごしたい利用者との思いの差が出始めました。「利用者の思いも理解できるが、ここの利用者はいずれ本館に移りそこで暮らし、本館の利用者と職員と共に生活をしていくことになる。本当にこのままでいいのだろうか」と思い始めました。今後のことを考えても、本館から切り離してここだけの生活はできるだけ避けたい。本館に行く理由があれば本館に行けるのではないかと考えました。クラブ活動や洗濯物の受け渡し、テレビ観賞、散歩、職員の用事の引率など本館に行くことを日課に取り入れたり、声をかけてお誘いすることにしました。
２～３日すると自分から本館に行き、過ごす方もいました。少しずつ本館にいる時間が増えてきました。本館に知っている顔ができ、遊びに行ったり、遊びに来てくれる利用者もいました。しかし、利用者だけが本館に行くのではなく、職員の皆さんにも別棟に用事を作って来ていただきました。別棟にも本館と同じ様なメニュー表などの掲示をお願いしたり、利用者も職員も行き来することが大切だと思いました。　　
おわりに　―支援は終わらない―
私達が期間中に関われたのはここまでで、１２日間の派遣はあっという間に過ぎてしまいました。専門職として利用者にだけ目を向けるのではなく、その利用者を支えている人達にも目を向けられるといいと思いました。松寿園の利用者と職員が共に今迄の生活が出来るのではないかと思えるまで、継続的な支援ができる事が望ましいと思い、私達の感じたことを次の派遣者に伝え、継続をお願いさせていただきました。　
今回の派遣に参加し、沢山の人の思いや人の強さを感じ、とてもいい勉強をさせていただいたと思っています。この派遣に参加するにあたり、関わっていただいた皆さんに感謝いたします。共感した思いは他の人達にも伝え、この震災をこんなにも一生懸命、乗り越えようとしている人達がいる事を決して忘れてはならないと思いました。
最後に、今後の宮城県の一日も早い復興と、松寿園の皆様に穏やかな生活が来ることをお祈りいたします。
